
一人ひとりの「大丈夫？」が、命を守ります。
この夏は熱中症による死亡者０を目指しましょう！

農林水産省補助事業（農作業安全総合対策推進）にて作成
制作事務：一般社団法人日本農業機械化協会

その他熱中症
対策は農水省HP

熱中症対策の３つのポイント

温度やWBGT値を見て
作業を考えよう

どうしても、一人作業を避けられない場合は…

● 暑さに応じて、作業内容を調整
● 重い作業は、朝夕の時間帯にず
らす、または休憩や給水の回数
を増やす

携帯で家族等と30分おきに
連絡を取り合う

危険な状態をアラートで伝える
ウェアラブル端末を着用する

こまめに休憩を取ろう

● 20分おきを目安に休憩
● 休憩時には水分・塩分補給を
 （コーヒー・緑茶はさけ、水・スポーツ
飲料など）

● 日陰や冷房のある場所で体を
冷やす

もしもの時の応急処置

● 異常を感じたらすぐ作業を中断
し、涼しい場所で衣服を緩めて
身体を冷やす

● 意識がもうろうとしている・返
答がおかしい場合は、直ちに
119（または#7119）を

暑さ対策には
スマート農業技術や

農業支援サービス事業者の
活用も有効です！

農業は1人作業が多く、
熱中症になった際に自分では症状を自覚しにくいことから、
熱中症が重篤化しやすい傾向にあります。
また、高温の日は疲れ等により、
高所から転落する等の事故が起きやすいので注意が必要です。


